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平成27年に相続税の基礎控除が引き下げられ、一年半が経ちました。
この影響で相続税の申告をしなければならないケースがとても増えました。

一方、小規模宅地の特例という、ご自宅などの土地に対して税金を軽減できる税制の要件
が緩和されました。
今回は、小規模宅地の特例の改正点に関して一部ご説明いたします。

小規模宅地の特例

二世帯住宅における小規模宅地の特例

以前は1階部分に親世帯、2階部分に子世帯が暮らしていた場合、階段等を通
じて建物内部で行き来できる必要がありました。
それがこの改正により、１棟の二世帯住宅であれば内部で通じていなくても小
規模宅地の特例を受けることができるようになりました。

ただ、1棟の建物であっても区分登記をしてしまうと、2つの建物とみなされてし
まい二世帯住宅とならなくなってしまいますのでご注意下さい！！

老人ホームへの入所の際の小規模宅地の特例

今までも特別養護老人ホームに入居する場合は、
病気治療で一時的に自宅を離れているだけと見なされ、
居住用小規模宅地の特例が適用可能でした。
ただ、有料老人ホームに入居の場合には「ついのすみか」と見なされて自宅に
住んでいないと判断され、小規模宅地の特例が適用できませんでした。
それが、有料老人ホームに入居していても、次の要件が満たされる場合に限り
、終身利用権を取得していても小規模宅地の特例の適用が可能になりました。

1.被相続人に介護が必要なため入居したものであること
2.ご自宅を貸していないこと

「シェアハウス」って聞いた事ございますでしょうか？
ひとつの建物に複数の方が共同で生活する新しい賃貸不動産のあり方です。
シェアハウスは、海外ではそんなに新しいものでは無いようですが、日本ではまだ
あまり普及していないのが実情です。
ただし、日本のシェアハウスはただ知らない人達で共同生活をして、コストだけをシェアす
る形ではなく、同じ趣味や職業など、目的を持った方達が集まり、目的や知識などもシェア
する形が多いようです。
ですので、従来のアパートやマンションを探す際には、「どこに住むか」という考え方で物件
を探すのが一般的ですが、シェアハウスを探す際には「どういう人と住むか」という考え方
になっているようで、どういう部屋が良いなどのこだわりは、ほとんどなく、物件が出来上が
る前でも申込みベースで満室になっているようです。
もし入居希望者が集まらなければ、やらないか、別の手法を考えればいいわけですので、
オーナーさんにとっても、かなりのリスクの軽減になります。
実際にはこのような例があります。

事例 1.
駅から遠くて坂道が多い場所で、賃貸経営が難しいかもしれないという場所では、その場
所を逆手にとって「ダイエットをしたい人」というテーマでシェアハウスを作り、毎月体重を量
り、その結果によって毎月家賃が変動する。

事例 2.
「家内留学」というテーマで、外国の方と一緒に住み、語学や文化交流をする。

その他、社会貢献としてのシングルマザー向けのシェアハウスも需要は高いようです。
子どもの声が騒音と言われてしまう様な、近所づきあいが希薄になっている現在でも、今ま
で出会ってない方とのつながりを大切にし、人生を豊かにしたいと考えている方も少なくな
いようです。
私どもでは、シェアハウスの専門家もご紹介可能です。
ご興味ございましたら、いつでもご連絡下さい。

新しい不動産の有効活用方法とは

今回ご紹介した、「小規模宅地の特例」を適用できた場合、相続税の計算上、最大
で土地の評価の80％の財産を圧縮する事ができます。
つまり、1億円の価値の土地があった場合、この特例を適用できれば、2,000万円の
土地とみなして、税金を計算しますので、8,000万円に対しての税金が軽減できます
。
例えば税率が20％として、支払う税金が1,600万円少なくなると考えれば、影響とし
ては、かなり大きくなります。

※ その他にも様々な要件などがございますので、具体的には私どもに一度ご相
談下さい
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＜お問合せ先＞

何でもお困りのことは、サイトウアソシエイツにお問い合わせください。

連絡先：サイトウアソシエイツ・さいとう税理士法人

TEL:03-3727-6111

FAX:03-3720-3207


